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令和元年度第４回子ども・子育て会議 委員意見 

 

議題１ パブリックコメントについて（意見集約と区の考え方） 

 

１ 保育・教育の質の向上について 

意見の内容 区の考え方 委員意見 

・小中学生の様々な価値観、職業観、人生観を

持つ大人とのふれあいの機会創出 

・職業紹介からさらに一歩踏み込んだ、人生形

成のプロセスや経験について、保護者やボラン

ティアの協力を得てスピーカーとして小中学生

向けにお話してもらい、対話の機会をつくる（土

曜の公開授業などの機会）。小中学生に対して、

どのような話を聞いてみたいかを募ってから、

催しを設計するのがよいかもしれない。 

・SDGs 教育に絡めた、様々な職業の保護者、ボ

ランティアによる発信と対話の機会をつくる

（土曜の公開授業などの機会）。 

・多様性への理解を育み、皆で意見交換する機

会をつくる。これも学校内で完結させようとせ

ず、保護者やボランティアなどの外部の協力を

得て実施するのがよい（土曜の公開授業の機会

など）。 

小・中学生が様々な価値観、職業観、人生観を

持つ大人とふれあうことについては、Ｓ-ＳＡＰ

協定の事業所や地域の事業所等の協力を得て職

場訪問や職業体験学習を通して行われていま

す。 

今後は職業体験学習はもとより、各校の地域

支援コーディネータの活用の充実を図ること

で、様々な職種の保護者等の方々の協力を得て

いきたいと考えています。 

（委員） 

区の考え方に賛同します。 

 

(委員) 

・「SDGｓ教育に絡めた、様々な職業の保護者、ボラン

ティアによる発信と対話の機会をつくる」という意見

について  

→渋谷区には JICA 東京があり、日々多くの外国の方々

が研修に来ています。SDGｓに関わっている方々も多

く、渋谷区にとって貴重な資源であると思います。私

が子供の頃は JICA の研修生の方々との交流も盛んだ

った印象があります。研修生のプログラムも忙しいと

は思いますが、友好的に関わることで多国籍の方々と

のふれあい機会の創出になると思います。 

 

(委員) 

区のお考えにある、地域支援コーディネーターの活用

は大いに期待したいです。職業体験から一歩踏み込ん

だものを望む意見は、大事な視点だと思います。 
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２ 小学校・中学校・学童との連絡について 

意見の内容 区の考え方 委員意見 

区立の小学校・中学校・学童との連絡を、アプ

リ形式にしていただきたいです。 

＜メリット＞ 

・行事の告知や緊急連絡の簡素化。→天災時の

臨時休校、雨天時の屋外行事のキャンセル等の

連絡。 

・イベントの際の学校からのリマインド機能と

して。→忘れ物の防止。追加連絡事項があった

際の通知。 

・出欠連絡の簡素化。→欠席の際に連絡帳を渡

す側、渡される側への負担の軽減。学校側の電

話対応業務の軽減。 

来年度より小学校入学の子がおり説明会に出席

しましたが、いまだに欠席連絡が友達に連絡帳

を渡してやりとりする形式だということに、と

ても保守的な事をしていると違和感を覚えまし

た。 

様々な生活背景がある中で、こういったやり方

に困っている方も少なからずいるのではないで

しょうか。 

一方で学校としても、保育園での連絡帳のアプ

リ化で先生の負担が軽減されたと言われている

昨今、もっと人数を抱える学校でアプリ化が進

めれば、教員の方の負担の大幅な削減になると

思います。 

子どもに連絡帳を書かせることや近所との付き

合いの大切さも認識していますが、子どもにタ

ブレットを持たせるのであれば、大人もできる

ところはデジタル化して良い時期ではないかと

思います。 

令和２年９月から稼働開始を予定しているＩ

ＣＴ教育推進基盤において、児童・生徒はもち

ろん保護者と学校とのコミュニケーション、情

報連携は重要なテーマの一つと考えています。 

 現在、市販されている様々なツールの中から、

セキュリティ面で安心して、かつできるだけ簡

単に利用でき、相互の負担軽減につながるもの

を選定する必要があると考えています。 

合わせて、その効果的な運用を含め、実現に

向け検討を進めたいと考えています。 

（委員） 

区の考え方に賛同します。 

 

(委員) 

区立小・中学校、放課後クラブと家庭の連絡に、

アプリなどのデジタルツールを活用することに

大いに賛成です。コスト、リスク等の懸案事項

もあるかと思いますが、できるだけ早い実現を

期待したいです。第 2 期事業計画の中に盛り込

んでよいと思います。 

 

３ 放課後クラブについて 

意見の内容 区の考え方 委員意見 

子どもの小学校入学が近くなり、いろいろ情報

を集めているのですが、長期休暇の際に放課後

クラブで有料で給食を提供していただけないか

検討をお願いします。 

今回、コロナウィルスの関係で休校になりまし

たが、給食は提供されるということで会社の同

僚はとても助かったと言っていました。 

 放課後クラブでは、ご家庭における食育の観

点などから、夏休みなどの長期休業中は、お弁

当を持参していただくことを基本としておりま

す。 

 令和元年 11 月に実施したアンケート調査に

おいて、仕出し弁当の利用について保護者の要

望が多くあったことから、保護者負担を軽減す

る一つの方策として、仕出し弁当の利用が可能

となるように検討してまいります。 

（委員） 

区の考え方に賛同します。 

 

(委員) 

（弁当持参だけでなく）選択肢が存在すること

は利用者である家庭は助かります。仕出し弁当

利用の選択肢はとてもよいと思いますので、ぜ

ひ早期実現を期待したいです。 
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４ 一時保育事業について 

意見の内容 区の考え方 委員意見 

潜在的に一時預かり保育のニーズは増えてい

ると常々感じておりました。渋谷区のような大

都会、大都市に住む核家族で、ご両親のサポー

トを受けにくい状況の方々はデータ分析以上に

いると思われます。渋谷区在住のような方は収

入水準も 23 区内ではハイレベル、そうなれば自

ずと仕事もハードにならざるをえず、フルタイ

ムで職場復帰したくてもやむなく断念し、しば

らくは専業主婦になる選択をした女性も多いと

容易に想像できます。また、渋谷区という場所

柄、お子さまを私立有名幼稚園、小学校へ入学

させたいため、あえて保育園を選択しないご家

庭もあると思われます。渋谷区のデータで、乳

幼児の数が年々増えているにも関わらず、待機

児童が減ったというデータは（もちろん、保育

施設の増設等のご努力の結果もあると思いま

す）このような背景が影響しているのかもしれ

ません。 

そういうご家庭のご主人も同様に仕事がハー

ドでしょうから、結果として子育てが「孤育て」

になっている家庭が増えていると思われます。 

今回の素案の中に、新規開設施設での一時預か

り事業の拡充を検討するとありましたが、その

前に、早急な解決策として、既に区内にある施

設をより利用しやすくできるようなサポート体

制を施策できないでしょうか。 

もちろん、施設としてある程度の基準をクリ

アしていないと安全性が心配されるでしょうか

ら、「保育者は全員保育有資格者」「補償制度に

加入している施設」「東京都認可外保育施設基準

をクリアしている」など、いくつか条件をつく

り、それをクリアしている施設は渋谷区 HP に

掲載、そして区民に対しては利用料を補助し、

（上限額を設定）一時保育提供できる場を早急

に拡大する施策も加えられないでしょうか。 

物理的にも家庭環境的にも一番大変なのは、

乳幼児の 0 歳児～3 歳児位までの期間です。今

「孤育て」している核家族のサポート体制が急

務なのではと考えます。渋谷区のファミリーサ

ポートの利用率が減っている、またコーディネ

ートできた割合が７０％というデータも出てい

ましたが、サポート会員宅や少数の子育て支援

センターしか保育提供できる場がないというの

も一因と思われます。そして今のニーズにこの

制度が少し適してないのかもしれません。（利用

までの手続き、サポート会員の年齢層など） 

渋谷区の掲げる「産みやすく、育てやすく、

預けやすい まち 渋谷」に私も大いに賛同しま

す。他区と同様な施策ではなく、一歩先をゆく

施策をスピーディーに打ち出すのが渋谷区らし

いと、私は考えます。渋谷区が新たな視点で、

子育て世代のサポート体制をつくって、近隣区

の目黒区、世田谷区、品川区、港区をリードす

るような、そしてひいては東京都を引っ張るよ

う施策を打ち出してほしいです。 

在宅で育児をする保護者を支援する体制を充

実することは必要であることから、これまでも

待機児対策のための定員拡大を実施するととも

に、一時保育事業についても、実施箇所数を増

設するなどの拡充をしてまいりました。 

今後も、新規開設施設等での実施について、

検討いたします。 

利用料助成につきましては、施設型事業及び

ファミリーサポート事業で、ニーズ量をほぼ満

たしていることから現時点では実施することは

考えておりません。 

（委員） 

新規開設施設等については、まず在籍児の快適

で安全な環境整備を優先したいところです。 

 

(委員) 

この点も利用者である家庭にとって選択肢が存

在して、自分の家庭にあったものを選択できる

環境があるととても助かると思います。一方、

渋谷区における一時預かりの具体的なニーズ、

需要と供給のバランスがあまりはっきりしない

ように思います。そのような実態のより詳しい

把握なしには、意味あるサービス拡充は難しい

と思います。他の課題との優先順位をどうする

かの判断のためにも、実態把握が大事かと思い

ます。 
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５ 病児保育について 

意見の内容 区の考え方 委員意見 

・施設の増設は時間やリソースの制約もあるこ

とから、他の選択肢の増加の早期実現 

・LINE での病児保育予約サービス「あずかるこ

ちゃん」（2020 年 4 月以降ローンチ予定）の活

用に対する区としての助成 

・病児保育シッター利用料金のより手厚い助成

の導入 

渋谷区では病児保育事業を実施する事業者に対

し運営費の補助を行っており、事業者が予約サ

ービスを活用した際の経費についても補助対象

となっています。 

ベビーシッターを利用した際の病児・病後児保

育利用料金助成制度については、平成 29 年度に

年間助成上限額を増額しましたが、さらに令和

2 年度からは低所得世帯に対して助成の増額を

予定しています。 

今後も負担の軽減を図りながら、利用しやすい

病児・病後児保育制度の検討を続けていきます。 

（委員） 

区の考え方に賛同します。 

 

(委員) 

病児保育サービスの裾野は少しずつ広がってい

るようにも見受けられます。課題は利用のしや

すさ（登録などの手続き）だと思います。引き

続き、利用者にとってやさしい仕組みを検討さ

れ、実際に導入・改善していくことを期待しま

す。 

 

６ ファミリーサポートについて 

意見の内容 区の考え方 委員意見 

現在ファミリーサポートを利用しているので

すが、下記１、２の理由からとても利用しにく

いと感じています。 

１ 兄弟でも、サポート会員１人について１人

しか預かってもらえない →サポート会員の

人数が少ない上に、１対１となると、兄弟がい

る家庭はとても利用が難しくなります。また、

２３区内で兄弟の預かりが不可なのは、渋谷

区・新宿区・板橋区の３つだけのようでした。 

 ほかの区では、兄弟の場合は可。費用も２人

以降は半額ととても助かる内容でした。 

 過去に事故などがあったのかもしれません

が、一律に不可ではなく、年齢やサポート会員

の了承が得られればなど、柔軟な対応をお願い

したいと思います。 

 北区では、昨年の１１月１日から兄弟預かり

が可能になったようです。 

２ 習い事の送り迎えが不可 →これについ

ては、なぜ不可なのかが分かりません。 

 ２３区のファミリーサポートを調べた結果、

習い事が不可と明記されていたのは、目黒区と

渋谷区だけでした。 

 「東京都福祉保健局」のファミリーサポート

のホームページを見ても、子の送迎の欄に「保

育施設への送迎、学童クラブへの送迎、子ども

の習い事への送迎」などと、書かれているほど、

ポピュラーなものだと思うのですが。 

１．２とも×なのは渋谷区だけでした。 

もし、あれば便利なサポートとして、病児の預

かりを提案します。 

病児については、以前住んでいた広島市に同じ

ような制度があり調べたところ、料金は高くな

るがやっている区があったので表記してみま

した。 

サポート会員が少ない渋谷区では難しいかも

しれませんが、ご検討をお願いします。 

もちろん、事業計画にあった病児保育室を増や

していただくのも１つの案ですが、数が少ない

分、家から遠くて断念したり、預かり時間が短

いので断念したり、そもそも病児保育室が預け

たいときには満員という話をよく聞きます。 

１ サポート会員１名での兄弟同時預かりにつ

いては、お預かりするお子さんが小学生になり、

安全に活動が出来る条件が整っていると判断

し、サポート会員の了承が得られた場合には同

時に２名の預かりを行っています。このことに

関しては、会員登録の際に説明をしています。な

お、費用は、兄弟の場合は、二人目以降は半額で

す。                       

２ ファミリー・サポート・センター習い事の送

迎については、ファミリー・サポート・センター

事業は、住民同士の助け合いという趣旨で、スタ

ートしております。近年、女性の社会での活躍と

ともに共働き世帯が増加しており、保育園の送

迎など、サービスを受けたいファミリー会員が

増える一方で、女性の就労増もあり、サービスの

担い手であるサポート会員がなかなか増えない

社会状況があります。このような中で、保育園の

送迎や、産後の兄弟児支援など、必要な子育て支

援の活動を優先して実施しているところです。

そのため、習い事の送迎は要件にはしていませ

ん。 最近では、民間が取り組む送迎等の子育て

支援サービスが増えており、こうしたサービス

を活用されている方も多い状況です。                                                                            

ファミリー・サポート・センターとしては、今

後も、地域の住民同士、世代間をつなぐ大切な事

業として、また、子育て支援の一つの役割を担う

ため、ファミリー会員がサービスの担い手にも

なってもらう両方会員への働きかけ、サポート

会員としてのシニア世代への働きかけのほか

に、地域住民への広報活動の強化や登録講習の

充実など、サービスの向上に努めてまいります。 

（委員） 

ファミリーサポート事業について、区民への理

解を深めていただく広報活動がやや不足してい

る感があります。児童の福祉を優先するという 

区の考え方に賛同します。 

 

(委員) 

ファミリーサポートについては、本園の修了し

た保護者も登録をしている。その保護者に聞く

と、預ける側と預かる側の条件が合わないこと

が多く、お断りすることもあると話していまし

た。本園でも出産のため園への送迎を頼みたか

ったがサポートの人が見つからなかったという

声が聞かれます。利用できるような改善が必要

かもしれないと思います。 

 

(委員) 

私自身、援助会員は見つからないだろう。と登

録前から諦めて登録をしておりませんが、周囲

の子育て世代に聞いても同じような人たちは多

く、潜在的な需要はもっと多くあると感じてい

ます。活動中の方々はとても高評価で援助会員

にとても支えられていると伺います。地域との

つながり、セーフティネットにもなるとても重

要な事業だと思いますので、会員の拡充に期待

します。 

 

(委員) 

我が家もファミサポ制度を活用しています。子

どもが 1 人なので、複数の子どものお預けにつ

いては考えたことがありませんでしたが、渋谷

区も可能ということなので、ウェブサイト等で

見ただけでそれがわかるように記載することも

大事かと思いました。ファミサポにより多くの

サービスを求めるご意見については、区のお考

えにご記載のとおり、ファミサポ制度の性質上、

あまり現実的ではなく、利用者が目的に応じて

他のサービスの利用も検討するというのが現実

的かと感じます。 
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７ 区内の子育て環境整備について 

意見の内容 区の考え方 委員意見 

安心して授乳できるパブリックスペースが非常

に少ないので、増やしてほしい。（特に公園など

の屋外施設において） 

既存施設においては、パブリックスペースの

確保が困難なため、申し出により職員休憩室や

空き室を利用していただいています。 

新規施設の場合は、スペース確保について、

検討してまいります。 

公園につきましては、建築できる建物面積は

公園面積の２％までという制限があるため、区

立公園では小さな建物しか建てることができな

いため、安心して授乳できるスペースの設置は

困難です。 

（委員） 

区内のほとんどの保育施設にて授乳が可能なの

で、区民への広報活動をさらに積極的に実施願

いたい。 

 

(委員) 

近年様々な場所に授乳スペースがでてきて便利

になっておりますが、私自身も授乳スペース探

しに困り、物陰で授乳することもしばしばあり、

大変共感するところです。杉並区に新しくでき

た広町みらい公園には公園内に多目的スペー

ス、授乳できるスペースやおむつ替えスペース

等が併設されており、ワンオペで複数の子供を

連れていく際にも不安なく遊ばせられます。こ

のような公園を渋谷区では存じ上げませんが、

今後公園整備をされていく際には参考になるか

と思います。また、わざわざ授乳スペースを作

らなくても市販されている簡易授乳スペースな

どを有効活用していくこともできるのではない

でしょうか。渋谷区らしい柔軟な取り組みを期

待します。 

https://www.trim-inc.com/mamaro 

 

(委員) 

区のお考えのとおり、今後、新規施設について

は積極的な環境整備を期待します。制約のある

公園などについては、子育て関連で活用できる

設備や何がしかの代替案の案内をわかりやすく

表示するなどの工夫があってもよいかもしれな

い、と思いました。 

 

８ 遊び場としての区立小学校の校庭開放について 

意見の内容 区の考え方 委員意見 

遊び場としての、区立小学校の校庭の開放をし

てほしい。 

区立小学校の校庭については、子どもたちが戸

外で自由に安全にのびのびと遊ぶ事ができるよ

うに、校庭開放事業（遊び場開放事業）を実施

しています。 

 開放日時については、各校庭開放の運営管理

の状況により異なります。 

（委員） 

区の考え方に賛同します。 

 

(委員) 

区立小学校の校庭開放事業、とてもよいと思い

ます。安心、安全に留意しつつ、継続されれば

よいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.trim-inc.com/mamaro
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９ ベビーシッター無料サービスの登録について 

意見の内容 区の考え方 委員意見 

ベビーシッター無料サービスの登録について、 

登録の方法を以下の通り改善してほしい。 

・電話での登録可 

・自宅に居ながらの出張登録可(生後 1 ヶ月の保

健師さんの訪問時でも) 

・母子手帳交付や出生届提出に伴う自動登録或

いは母子手帳交付時や出生届提出時にその場で

の事前登録を強く推奨し口頭で伝える。 

理由は、区のベビーシッターサービスを受けよ

うと思い立ったところ、区役所に出向いて登録

を済ませないと使えないと知りました。しかし

体調も悪く、赤ちゃんを連れて出掛けるのも大

変で、サービスを利用することを諦めました。 

仕事をしながら病院も通わねばならない妊娠

中や、産後ではなかなか何度も区役所へ足を運

ぶことが出来ません。自動登録や電話登録等が

難しいのであれば、実際に区役所に出向いたタ

イミングで、強制的に用紙を記入してもらい登

録するのが良いのではないでしょうか。 

渋谷区では、妊娠している人や二歳未満の乳幼

児を養育している人で日常生活において家事や

育児などに支障があるときに、一定の利用者負

担料金をいただき、育児支援ヘルパーを派遣す

る事業を実施しています。 

本事業は子ども家庭支援センターに来所して

登録申請することを原則としています。それは、

サービスの詳細を十分ご理解いただいた上でご

利用いただくと同時に、子育てをめぐるお困り

ごとなどをお聞きして、必要な支援に迅速につ

なげることを事業の目的のひとつとしているた

めです。 

しかし、ご意見のような体調がすぐれないなど

のお申し出があった場合は、郵送による登録申

請も受け付けています。様々なご事情を伺った

うえで、そのご家庭に応じた対応を行っており

ますので、まずはお電話でご相談ください。 

（委員） 

子ども家庭支援センターへの申請を、区の指定

した認可保育園を窓口にして対応できれば、妊

産婦などは少し楽になるかもしれないと思いま

すが、現実的であるかどうかは難しいところで

す。 

 

(委員) 

区のお考えを理解致します。利用者にやさしい

手続きについては、可能な範囲で取り入れてい

くのがよいと考えますので、利用者の声の一つ

ひとつをご検討いただくことを期待します。 

 

10 父親の育児参加支援について 

意見の内容 区の考え方 委員意見 

プレパパ、パパが本当の父親モードになって

いくのを支援する仕組みや仕掛けをもっと増や

してほしい。例えば、 

・既存の両親学級、父親学級等に加え、区内の

パパ、プレパパ同士の接点をもっと増やすこと

を支援する催し。 

・既存の両親学級、父親学級等のコンテンツの

発展化。例えば、現状の極めてベーシックな妊

娠・出産・出産直後のプロセス紹介的なものに

とどまらず、仕事と家事・育児の両立のやりく

りの多様なケースを学ぶなど、子育ての「本番」

の段階をもっと詳しく知ることができるコンテ

ンツの提供（多様なパパ事例を実際にスピーカ

ーとして紹介してもらえる団体等への委託、ま

たは区内のパパからボランティアを募り、スピ

ーカーとして登壇してもらう、等）。 

渋谷区子育てネウボラ事業の新たな拠点として

令和３年度に開設する神南分庁舎跡地複合施設

を、子どもと家族と地域のつながりを作る場と

して活用して行く中で、パートナーの育児参加

やパートナー同士の交流を深める事業やコンテ

ンツを検討していきたいと考えています。 

（委員） 

従来より一部の認可保育園にて、育児体験事業

を実施していることを、さらに広報活動しつつ、

子育てネウボラ事業に大きな期待をしていま

す。 

 

(委員) 

・父親支援について 

ネウボラでの父親支援に関する事業展開に期待

します。多様性を掲げている渋谷区にとって「父

親」「母親」という名称を前に押し出すことの難

しさもあると思いますが、そこを拘って参加す

るチャンスが減ってしまっては本末転倒で「父

親・パートナー」というように配慮していくこ

とでクリアできると思います。 

 

(委員) 

区のお考えを理解致します。ご記載の今後の計

画はとても素晴らしいと思います。その詳細を

知りたいと思う子育て区民もたくさんおられる

と思いますので、わかりやすい周知を期待しま

す。 

 

議題２ 令和２年４月開園分の利用定員設定について 

委員意見 

（委員） 

区の入園案内冊子の中で記載されている年齢別定員によれば、３歳以上の幼児クラスの利用が少ない状況となっていますが、新設園の場合は、３

年間くらいは在籍数の変動はやむをえないと思います。人件費など、運営に支障のないように、十分なご配慮をお願いします。 

 

(委員)(委員)(委員) 

特にありません。 
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議題３ その他 

委員意見 

(委員) 

現在、新型コロナウィルス感染拡大防止対策において、医療関係従事者はいうまでもなく、保育関係職員も相当の神経をすり減らしている状況で

すが、行政の皆様方とともに乗り越えていきましょう！ 

 

(委員) 

〇子育て会議で区民の方のご意見が聞け、学ぶ機会となりました。できれば、就労している保護者だけではなく、家庭で育児をしている保護者にも

支援していただく制度が充実することを望んでいます。 

・支援センターの増設。（代々木地域はないので。子育て相談をする場が欲しい等） 

・安心して遊べる場。（保護者から公園が保育園の散歩などで混んでいて安心して遊べない。家族のアトリエは安心して過ごせるがこのような施設

が少ないためいっぱい。等の意見がでています。すぐに改善は難しいので参考までに書きました。） 

 

(委員) 

兵庫県明石市が０歳児おむつ宅配を開始しますが、行政が住民と会う口実としておむつ宅配をすることはとても画期的な仕組みだと感じています。

アメリカでは初産・低所得の家庭に 2 歳まで家庭訪問を続けると虐待が約 5 割減るなどの実証結果もでており、アウトリーチの手法は評価されて

います。にこにこママ、ファミリーサポートも登録に出向く必要があり、出向いていただけるのは保健師訪問くらいではないでしょうか。人的配置

の難しさはあると思いますが、待ちの福祉ではなくアウトリーチの手法で孤独な育児や虐待を防止することを渋谷ネウボラにも期待しています。 

 

(委員) 

パブリックコメントにはなかった観点では、配慮を必要とする子どもやその家族が差別を受けていると感じにくい環境づくりがとても大事だと思

っています（渋谷区に住む知人の実体験を伺いました）。「ちがいを ちからに 変える街」として、他の自治体よりも先進的に取り組んでいければよ

い事項のひとつだと考えます。 

 

 


